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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】令和3年3月25日(2021.3.25)

【公開番号】特開2019-152902(P2019-152902A)
【公開日】令和1年9月12日(2019.9.12)
【年通号数】公開・登録公報2019-037
【出願番号】特願2018-35420(P2018-35420)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｆ   3/12     (2006.01)
   Ｇ０６Ｆ  13/00     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   1/00     (2006.01)
   Ｇ０６Ｆ  11/30     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ    3/12     ３７３　
   Ｇ０６Ｆ   13/00     ３５１Ｎ
   Ｈ０４Ｎ    1/00     １２７Ａ
   Ｇ０６Ｆ   11/30     １６８　
   Ｇ０６Ｆ   11/30     １４０Ｄ
   Ｇ０６Ｆ    3/12     ３０３　

【手続補正書】
【提出日】令和3年2月4日(2021.2.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　ＣＰＵ３０１は、ＲＯＭ３０２に格納されているブートプログラムを実行してＯＳを起
動する。ＲＯＭ３０２は、ｅＭＭＣ等のフラッシュメモリとそのコントローラとで構成さ
れている。ＲＯＭ３０２には、ＣＰＵ３０１によって実行される制御プログラムが格納さ
れる。ＣＰＵ３０１は、ＯＳ上で、ＲＯＭ３０２又はＨＤＤ３０４に格納されているアプ
リケーションプログラムを実行することにより、各種処理を実行する。ＲＡＭ３０３は、
ＣＰＵ３０１に対して作業領域を提供するとともに、画像データを一時的に格納するため
の画像メモリ領域を提供する。ＲＯＭ３０２又はＨＤＤ３０４には、上記のアプリケーシ
ョンプログラム、画像データ、及び各種設定値が格納される。なお、ＨＤＤ３０４はＭＦ
Ｐ１２０に搭載されていない場合もある。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４１】
　次にＳ５０３で、構造化モジュール４０３は、Ｓ５０１で確認したイベントの種別に応
じて、中間データに含めるべきデータ（中間データの生成に必要なデータ）を決定する。
例えば、イベントの種別がジョブの開始イベントである場合には、ジョブの投入者、及び
コピー又はプリントといったジョブの種別等のデータが、必要なデータとして決定される
。また、イベントの種別がジョブの終了イベントである場合、ジョブの実行の成否等のデ
ータが、必要なデータとして決定される。なお、決定されるデータは、これらのデータに
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限定されず、任意の方法でデータが決定されてよい。
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